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	秩父三十四観音霊場
	⼗ ⼆ 年 に ⼀ 度 の 出 会 い
	2026年３月18日～2026年11月30日

	秩 ⽗ 三 ⼗ 四 観音
	12年に一度 特別な御本尊様に会える
	3つの特別な体験
	総開帳は信仰に関わらず、日本の伝統文化として、誰でも楽しめる特別な体験です

	散華の魅力と満願の証
	「記念散華」
	散華（さんげ）とは
	散華は、もともと仏前に散らす花や紙花を意味し、仏様への供物として奉納されてきました。現代では、寺院巡礼の記念や御朱印とともに集める人気の巡礼アイテムとなっています。

	12年に一度授与される散華の特別な意味
	散華のご利益
	散華の楽しみ方
	　御朱印とともに集めた散華は、専用の台紙に収集することで、秩父巡礼の思い出として残せるだけでなく、ご利益を集める「功徳の形」となります。34ヶ所すべての散華を集めると、観音様の万能の慈悲が結集し、より大きなご利益が期待できると言われています。

	満願の証
	総開帳期間中に満願（34ヶ所すべてを巡ること）を達成された方には、「満願の証」が授与されます。記念散華とともに「満願の証」を得ることで、観音様の加護が一層強まり、特別な功徳を積むことができるでしょう。 令和8年の午歳総開帳記念散華は、800年の伝統と祈りが込められた特別なものです。この機会にぜひ秩父札所巡礼を体験し、観音様の慈悲と加護を感じてください。




